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関東大震災から 100年（担当：工藤大輔） 

 

こんにちは！ 室長の工藤です。 

 さて、今年は大正 12年（1923）9月 1日の関東大震災から 100年となります。 

 震災から 2日後の『東奥日報』9月 3日付朝刊は「在京の代議士」という見出しで、青森県選

出の衆議院議員７名のうち東京に滞在中の北山一郎・菊池良一・阿部武智雄・原田藤次郎・梅田

潔の 5名の安否が不明であると報じています。 

 彼らのうち東郡・北郡を選挙区とする阿部と青森市選出の北山は、ともに 9月 4日に青森に戻

ってきています。『東奥日報』9月 5日付朝刊は、阿部の談話を載せています。 

 

           
 

 

 

 

 それによると地震発生当時、阿部は北山が宿泊している神田淡路町の筑波館を訪ね囲碁をして

いました。そして、「俄の強震で盤面を中央に両人共安座した儘コロコロ転が」ったと語ってい

ます。その後窓から外のようすを見たのでしょうか、隣の活版印刷所や土蔵が崩壊したといい、

さらに建物の「屋根瓦の落ちるのは恰も雨の如く、又林檎の実のふるひ落ちるが如くバラバラ降

つてくる」と語っています。 

屋根瓦の落下については、やはり罹災した青森市浜町出身の日銀職員が帰青後に「屋根から辷

り落ちる瓦で多数の負傷者を出したやうである」とも語っています（『東奥日報』9月 8日付朝

刊）。阿部・北山両氏が外に出たところ「筑波館の入口道路は瓦の山で、先に逃げ出した人は大

抵負傷した」といいます。 

 

そして両氏は別れ、阿部は「注文した鰻丼が待ち切れず」宿舎の下谷黒門町の旅館に戻りまし

た。しかし彼は鰻丼を食べることができず、1日に朝食を取って以後 3日午後 10時頃に福島県

の白河駅でおにぎり 2個を手にするまで 2日以上食事を取ることができませんでした。 

北山一郎 

（『衆議院要覧 大正 12年 1月編下巻』、 

国立国会図書館デジタルコレクション） 

阿部武智雄 

（『衆議院要覧 大正 12年 1月編下巻』、 

国立国会図書館デジタルコレクション） 

メールマガジン「あおもり歴史トリビア」（発行:青森市民図書館歴史資料室）



 

 また、宿舎に戻った阿部は屋根に上り辺りを見回すと、30か所以上の地点で火の手が上がっ

ていました。これに驚き避難を始め、まずは上野駅に行くものの「汽車の発着模様一切不明」と

いうことでした。結局、行動は各々でしたが阿部・北山ともに日暮里から赤羽まで列車で移動し、

そこから埼玉県の川口駅まで歩き、青森へ向かう列車に乗っています。ただ、川口駅は大混雑で、

北山はトイレの窓から乗車したといいます（『東奥日報』9月 6日付 5日夕刊）。 

 

 

 
 

 

青森県は関東大震災の被災地ではありませんが、在京県人に対する救護団の派遣や、食糧や木

材などの物資の提供、また青森駅前にも避難をしてきた人たちへの救護所を設置するといったこ

とを通じてこの震災と関わってきました。 

 時間はかかると思いますが、このメールマガジン等を通じて「青森」という視点から、関東大

震災を伝える資料を紹介していきたいと考えています。 

 

  
 

帝都をのがれる避難者でどの汽車もどの汽車もこの有様（2日午前八時浦和駅で） 

（埼玉県北足立郡役所編『埼玉県北足立郡大正震災誌』1925年、国立国会図書館デジタルコレクション） 

日本橋より三越呉服店方面を望む惨憺たる光景 

（『関東大震災画帖』文成社 1923年、 

国立国会図書館デジタルコレクション） 

さしも全盛を極めし浅草公園活動写真街も一面の 

焼け野原と化し僅かにへし折れた十二階と 

御国劇場の残骸を留むる惨憺たる光景 

（『関東大震災画帖』文成社 1923年、 

国立国会図書館デジタルコレクション） 

メールマガジン「あおもり歴史トリビア」（発行:青森市民図書館歴史資料室）


